
厄年 概　要 九星 年号 生れ年
（ 2/4 立春 ～ 翌年の 2/3 節分まで ）

自身の九星・星廻りが南方位に位置します。 大正 12

昭和 7,16,25,34,43,52,61

平成 7,16,25

令和 4

自身の九星・星廻りが北方位に位置します。 大正 11

昭和 6,15,24,33,42,51,60

平成 6,15,24

令和 3

自身の九星・星廻りが西南方位に位置します。 大正 10

昭和 5,14,23,32,41,50,59

平成 5,14,23

令和 2

自身の九星・星廻りが中央に位置します。 大正

昭和 11,20,29,38,47,56

平成 2,11,20,19

令和 8

自身の九星・星廻りが東北方位に位置します。 大正 13

昭和 8,17,26,35,44,53,62

平成 8,17,26

令和 5

男性
24,25,26/41,42,43/59,60,61 （歳）

女性
18,19,20/32,33,34/59,60,61（歳）

令和 8 年度 一白水星 丙・午 『 厄 年 』 早 見 表

前

厄

五

黄

土

星

太陽の光が燦々と注ぐ運気最高の年。

しかし、年の後半から自身の九星が

真北の方位に移る為衰運になる。

本

厄

六

白

金

星

季節で真冬にあたり

何事にも乏しく散漫に成り易く

厄の中でも注意すべき。

後

厄

七

赤

金

星

裏鬼門に自身の九星が載るので

自分自身で厄を招き易い。

年の前半は、注意すべき。

本

命

厄

一

白

水

星

九星気学の中で

『本命に生まれ、本命に死す』という言葉がある。

八方塞がりにも充分に注意されたし。

又、変化・物事の取決めに善いとされる。

因

縁

厄

四

緑

木

星

表鬼門に自身の九星が載るので

自分自身以外の事柄で、厄を招き易い。

大

厄

大厄にあたる年は

他の厄と違い、凶事や災難にあう率が

非常に高いと、古来より伝承されている。

充分に自他共に警戒を要する。

数え年

厄年の中でも特に注意が必要な大厄は、男性・女性ともに数え年で

3,5,7,15,24,33,42,51,60,61歳で、還暦過ぎは66,77,88,99歳になります。

（15歳までのお子様には節句のお祝いと七五三のお祓いをオススメします。）

生まれ年の中や数え年の中で、年数の下に二重線を引いている年の生まれの方

【 寅・午・戌年生まれ 】は、厄年の中でも干支のご守護を戴ける年で干支の三合（恵方）詣りが必要であります。

《 干支を基に三合（恵方）詣りの方位は算出する。 》

不明な点がありましたら、ご相談下さい。
蓮　長　寺

TEL/054-261-3273　FAX/054-267-1313
https://renchouji.com


